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□出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・三上先生体調不良の為今週一杯お休みです。至急薬を受けなければならない場合は主治医に報告し指示を頂くようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 袴田　隆裕様～咽頭痛軽度継続している為担当医情報提供しオラドールトローチ

　　　　4T　4×日分臨時処方となっています。引き続き、風邪症状の観察　

　　　　　　　　　と確認を行いましょう。

・江刺家　恵子様～前回問診時肝機能や下肢の関節痛に対し鮫肝油・にんにく卵黄を購入したいと主治医に話されていますが、今月の検査結果（肝機能等異常なし）を主治医より説明を受けています。本人は「買わなくてもいいと思う。」と話していますが、購入を迷っている様子が伺えます。主治医からは金額を考慮しながら御家族と相談するよう勧められています。自身の歩行状況について悪化してきているのではないかという不安を感じている事が考えられます。本人の負担が掛からない程度での下肢の機能維持及び低下防止についてのプランを要するものと思われますので、担当スタッフは検討をすすめて下さい。

・吉田　富秋様～現在体重は66.5～67.0kgにて推移しています。主治医より63.0kg以下を目標体重とすると共に現在の体重以上に増加させないよう本人に説明がありました。棟内ウォーキングを食後としていますが、

　　　　　　　　主治医から、本人が取り組みやすい方法（実施時間等）を検討する

　　　　　　　　ようにとの指示がありましたので、担当スタッフは本人と確認し

ながらケアプランの検討を行って下さい。又、足底角化症改善されていない為、主治医よりウレパール20g処方となっています。引き

　　　　　　　　続き、足底の状態や掻痒感等の有無について観察・確認をしてい

きましょう。

・浅野　秀子様～5月19日（金）AM10:00～歯科受診予定（松尾歯科）です。薬剤情報

　　　　　　　　書を準備していますので、受診時に忘れずに本人に渡すようにし

て下さい。

＜安ヶ平Dr診察報告＞

・小比類巻　昇様～現在、異常体験に左右された言動は見られず、各プログラム

　　　　　　　　　病棟日課に支障なく取り組む事が出来ています。主治医より

　　　　　　　　　今後服薬調整を検討していくとの事です。

・上村　みわ様～口内炎部位が再び白色に変化しています。主治医より歯科の受診

　　　　　　　　について尋ねられると「レントゲンのおじさんが治してくれるから

　　　　　　　　いいです。」と話されています。アフタゾロン軟膏の処置に対する

　　　　　　　　拒否はありません。引き続き処置を継続し、口腔内の状況と疼痛の

　　　　　　　　有無についての観察・確認と処置の必要性について認識して頂くよ

　　　　　　　　う関わっていきましょう。

・坂本　のり子様～右手第三指表皮剥離認められています。本人は「ちょっと手が

荒れただけです。」と話しています。洗濯機を使用せず、衣服の洗浄は手洗いで行っている状況です。主治医から手荒れ防止の為、洗濯機を使用するよう説明を受けています。担当スタッフは

　　　　　　　　　洗濯を始めとする私物管理方法や手荒れの防止・対処方法につ

いて、ケアプランに反映させるようにして下さい。

・津嶋　イチ子様～夏服の購入目的にて外出希望あり、主治医より許可が出ています。

　　　　　　　　　今後、御家族へ連絡を取り、日時や付き添いの確認を行っていく

　　　　　　　　　事とします。

・滝田　英人様～咳嗽・排痰・鼻汁・咽頭痛持続しているとの事です。臨時薬）PL顆粒3P　3×nde　オラドールトローチ4T　4×　3日分　5月19日（金）昼より継続処方となっています。引き続き、風邪症状についての観察・確認と風邪症状の早期回復を図る意味でも喫煙回数の調整が必要である事を認識出来るよう関わっていきましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・田野端　忠夫様～急性湿疹の範囲が広がっているとの事で、処置範囲に陰部が

　　　　　　　　　追加となっています。処置部位を含めた全身状態の観察と掻痒感

　　　　　　　　　の有無について確認を継続していきましょう。

＜注目患者様ケア状況＞

・小坂　君子様～中途・早朝覚醒（2:00～3:00に覚醒）があり睡眠状況の不安定さ

が続いています。主治医より就床前薬の服用時間（20:00）までは

　　　　　　　　自室での臥床を控えるよう説明を受けています。担当スタッフは

ケアプランの検討をお願いします。又、異常体験に左右された訴え

　　　　　　　　聞かれていますが、本人自己対処しているとの事です。引き続き

　　　　　　　　夜間の睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。又、自己対処

　　　　　　　　について評価しながら、自身の症状とその管理の必要性について

認識出来るよう関わっていきましょう。

5月20日（土）12:30～5月21日（日）16:30外泊予定となって

います。外泊中も生活リズムを崩さないよう促していきましょう。

・佐々木　淳様～気分高揚が続き、他の患者様の嗜好品を摂取する等の行動が認め

られている為、現在服薬調整中です。5月20日（土）14:00～5月

21日（日）16:00外泊予定となっています。外泊中本人誕生日を

　　　　　　　　迎えるとの事です。過度な食事・嗜好品の摂取は控え、生活リズム

　　　　　　　　を乱さないよう促していきましょう。

・柳杭田　かつ子様～異常体験に左右された言動に対し、スタッフから「駄目だ。」と

　　　　　　　　　　言われた事について「どうしていいか分からない。」と話して

います。主治医よりスタッフの介入方法に問題があるのではないかとの指摘があり、本人の負担になるような関わりは止めるよう指導を受けています。又、どのような介入をしたのかも

　　　　　　　　　　きちんと記録に残すよう併せて主治医より指導を受けています。

※病的体験に左右された患者様への関わり方は精神科看護の基本といえるものです。

　今回の指摘・指導は治療的な介入が全く出来ていない事が原因と考えられます。

　各スタッフは今一度精神科看護の基本を再学習するようにして下さい。又、担当

　スタッフは本人への具体的な介入方法について早急に検討し、カンファレンスにて

　報告するようにして下さい。

＜SST短期目標評価Cグループ＞

依然として「挨拶する」「会話する」といった目標設定が続いています。患者様個々

の問題に焦点を当て、ケアプランとの連動する目標設定としていくようにしましょう。

又、目標設定を含めたSSTの意義・目的・進め方について再確認・検討する必要が

あると思われます。


































